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職場における勲中症予防対策自主点検

～署さ指数の招組を行つている
=業
蠣は42%にととまる～

栃木労働局 (局長 白兼俊貴)は、主として屋外の暑熱な環境で作業を行う建設業、

農林業、警備業を対象に、昨年に引き続き「熱中症予防対策の自主点検」を実施しまし

た。(実施期日:6月 16日 γ 7月 5日 、対象 367事業場、回収 218事業場、回収率 59%)

※ 対象事業場の規模 (< >内は昨年の対象)
建設業 労働者数 15～ 24名  <労働者数 25名以上>
農林業 労働者数 10～ 14名  <労働者数 15名以上>
警備業 労働者数 10～ 29名  <労働者数 30名以上>

結果のポイント

① 事業場が講ずべき対策のうち、「WBGT値 (暑さ指数)の把握」、「WBGT値 の
低減対策 (簡易な屋根の設置、通風・冷房・ミストシャワーの設置等)」、「熱への順

化期間期間 (体を慣らす期間・ 7日以上の期間が必要)の設定」、「熱中症予防管理
者の選任等」の各対策については、理解が十分ではなく、対策を講じている事業場

は、それぞれ42%、 54%、 39%、 46%に留まりました。
② 一方、「休憩場所の設置」、「定期的な水分・塩分の摂取」、「日常の健康管理」、「労
働者の健康状態の確認」、「異常時の措置 (救急処置)の周知」の対策については、
90%以上の事業場で対策が実施されていました。
③ 昨年実施した事業場 (今回よりもやや規模が大きい事業場)と比較すると、「WB
GT値の低減対策」、「作業時間の短縮等」、「熱への順化期間の設定」、「労働衛生教
育の実施」の項目において、10ポイント以上、実施率が低い状況が認められました。

過去 10年間 (平成 19～28年)の栃木県内における職場での熱中症による死亡労働災害は、

平成 22年に 1人、平成 26年に 1人、平成 27年に 3人 と合計 5人が被災しています。特に平

成 27年は、全国における死亡者数 (29人)の約 1割を占める事態となりました。
このため栃木労働局では、熱中症予防対策を行政の重点課題として位置付けるとともに、特

に暑熱環境下での作業が多い建設業、農林業、警備業を対象として、熱中症予防対策を徹底す

るため、自主′点検を実施したものです。

栃木労働局ではこの点検結果を受け、管下の労働基準監督署に対し、改めて事業場の理解が

不十分であつた熱中症対策の周知・徹底を通知するとともに、関係労働災害防止団体等に対し

ても、熱中症による労働災害防止について協力を要請します。



添付資料

(1)職場における熱中症予防対策自主点検表
(2)職場における熱中症予防対策 自主′点検実施結果 (平成 29年度 )
(3)パ ンフレット「STOPI熱 中症 クールワークキャンペーン」



提 出 用
自主点検表様式

:1提 出先 :栃木労働局労働基準部健康安全課 (FAX薔尋  020日632‐6585)
:2提出方法等:平膚四年 7月5日 (水)までにFAXにて送付をお願いします。(郵送・持参も可)
:3問合わせ先:〒 320-0845宇都宮市明保野町1-4(TEL番号 028-634-9117)

職場における熱中症予防対策自主点検表

記入日 平成 29年  月   日  記入担当者の職氏名

事 業 場 名
事業場の労働者数
(パート等を含む)

名

所 在 地 事業内容

自主点検項目

ЭWBGT値 (暑さ指数)の把握(測定等)を行つていますか? □はい □いいえ

②WBGT値 (暑さ指数)の低減対策を行つていますか? 回はい □いいえ

③休憩場所は整備していますか? □はい □いいえ

④WBGT基準値を超える場所でやむを得ず作業を行う場合は、作業時間の短縮等の対策を
行つていますか ?

□はい □いいえ

⑤熱への順化期間(7日以上)を設けていますか? □はい □いいえ

⑥自覚症状の有無に関わらず、労働者に定期的に水分・塩分を摂取させていますか? 回はい □いいえ

⑦労働者に、透湿性及び通気性の良い作業着、通気性の良い帽子・ヘルメット等を着用させて
いますか? □はい □いいえ

③糖尿病、高血圧症、心疾患、腎不全等の熱中症の発症に影響を及ぼすおそれのある持病を有
する労働者について、医師等の意見を踏まえた配慮(就業場所の変更・作業の転換等)を行つてい
ますか?

回はい 口いいえ

⑨日常の健康管理(睡眠不足・前日の飲みすぎ防止等)について、労働者に指導していますか? □はい □いいえ

⑩労働者の健康状態の確認(作業開始前の確認・作業中の巡視等)を行つていますか? □はい □いいえ

Э熱中症を予防するための労働衛生教育(管理者向け,労働者向け)を行つていますか? □はい □いいえ

⑫熱中症の発症に備えて、緊急連絡網を作成し、関係者に周知していますか? □はい □いいえ

⑩異常時の措置(熱中症を疑わせる症状が現れた場合の救急処置)を周知していますか? □はい □いいえ

Э熱中症予防管理者を選任し、同管理者に担当業務を行わせていますか? 回はい □いいえ



職場における熱中症予防対策自主点検実施結果

(平成 29年度)

栃木労働局 労働基準部 健康安全課



自主点検実施結果(発送日:平成29年6月 16日、回答締切日:平成29年 7月 5日 )

問l WBGT値 (暑さ指数)の把握(測定等)を行つていますか?

【全体】 【建設業】

【農林業】

臓 は い

露いいえ

購 は い

饉いいえ

【警備業】

コIまい

■いいえ

菜 相・ 対象事業場数 回答件数 回収率

lJl(! 無15-24: 295 174 59%
更10-14: 28 14 5004

110-29 44 30 68%
△
ロ } 367 218 59%

餞 は い

轟いいえ



問2 WBGT値 (暑さ指数)の低減対策を行つていますか?
【建瑠

【警備業】

間3休憩場所は整備していますか?
【全体】

醸 は い

日いいえ

=は い

日いいえ

口 は い

日いいえ

口 は い

■いいえ

躍1まい

Eいいえ

■ は い

●いいえ

【農林業】



問4 WBGT基準値を超える場所でやむを得ず作業を行う場所は、作業時間の短縮等の対策を行つています
か ?

【全体】 【建設業】

口Iまい

腱いいえ

【警備業】

腱 は い

日いいえ

間5熱への順化期間(7日 以上)を設けていますか?
【全体】

口 は い

日いいえ

麟 は い

Eいいえ

【建設業】

轟 は い

●いいえ

■ は い

自いいえ

【農林業】

【農林業】             【警備業】

|       | |       |

壼 は い

日いいえ

|



問6自覚症状の有無に関わらず、労働者に定期的に水分・塩分を摂取させていますか?
【建胡

‖Iまい

口いいえ

【警備業】

■ は い

日いいえ

間7労働者に、浸湿性及び通気性の良い作業着、通気性の良い帽子・ヘルメット等を着用させていますか?

【警備業】

|  %    |

目はし)

口いいえ

腱 は い

醸いいえ

【農林業】

【全体】

【農林業】

【建設業】

口 は い

日いいえ

口 は い

●いいえ



問8糖尿病、高血圧症、心疾患、腎不全等の熱中症の発症に影響を及ぼすおそれのある持病を有する
労働者について、医師等の意見を踏まえた配慮(就業場所の変更・作業の転換等)を行つていますか?

口 は い

日いいえ

【警備業】

問9日常の健康管理(睡眠不足・前日の飲みすぎ防止等)について、労働者に指導していますか?
【全体】              【建設業】

【農林業】

口 は い

日いいラl

【全体】

口 は い

日いいえ

【農林業】

● は い

鶴いいえ

口 は い

口いいえ

口 は い

日いいえ

【警備業】

饉〔まい

目いいえ



問10労働者の健康状態の確認(作業開始前の確認口作業中の巡視等)を行つていますか?

【警備業】

間11 熱中症を予防するための労働衛生教育(管理者向け・労働者向け)を行つていますか?

藤は い

日いいえ

購 は い

日いいラl

【警備業】

鶴 は い

日いいえ

醸 は い

霞いいえ

田 は い

躍いいえ

【農林業】

【農林業】



間12熱中症の発症に備えて、緊急連絡網を作成し、関係者に周知していますか ?
【建胡【全体】

口 は い

日いいえ

【全体】

口 は い

日いいえ

饉 は い

瞑いいえ

【警樹

目Iまい

口いいえ

問13異常時の措置 (熱中症を疑わせる症状が現れた場合の緊急処置)を周知していますか?

爾 は い   |

日いいえ |

:

【農林業】

【農林業】

【建設業】   .

目Iまい

日いいえ

【警備業】

ヨ は い

日いいえ



間14熱中症予防管理者を選任し、同管理者に担当業務を行わせていますか?
【建設業】

諄 は い

日いいえ

□Iまい

■いいえ

【警備業】

■ は い

日いいラl



膠写晰楊曇鰊‐眸黎 鬱轟ル珀n‐ウキャンペニン
ー職場における熱中症死亡ゼロを目指して一

厚生労働省では、労働災害防止団体との連携の下、職場における熱中症の予防のため
「STOP!熱中症 クールワークキヤンペーン」を展開し、重点的な取組を進めています。
各事業場においては、事業者、労働者が協力して、熱中症防止への取組みを進めましょう !
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人 熱中症による死傷者数と夏の平均気温偏差※

0.5         0         05         1         15

平均気温偏差

口職場における熱中症による死傷者数 (休業4日 以上)

は、平成22年以降毎年400人を超えています。
口気象庁が発表している夏の平均気温偏差との関係

を見ると、平均気温偏差の大きかつた年 (例年よりも
暑かつた年)には、熱中症が多く発生しています。

口暑さに対応するための対策が不十分であることを
あらわしています。

暑さ対策を徹底
しましょう :

◆暑さ指数の測定
◆管理体制の確立
◆作業環境管理
◆作業管理   ‐
◆健康管澤
◆安全衛生1教育

●実施期間

平成29年5月 1日から9月 30日まで 準備期間4月 、重点取組期間7月

●主唱

厚生労働省、
中央労働災害防止協会、建設業労働災害防止協会、陸上貨物運送事業労働災害防止協会、
港湾貨物運送事業労働災害防止協会、林業・木材製造業労働災害防止協会、
一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会、一般社団法人全国警備業協会

●協賛
公益社団法人日本保安用品協会、一般社団法人日本電気計測器工業会

()厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署  (H2■→



熱中症予防のために次の取組を実施しましょう !

熱中症予防のためには、暑くなる前から対策を検討しておくことが必要です。安全衛生委員会
などで必要な対策を検討しておきましょう。

WBGT値 (暑さ指 数 )の把 握 の 準 備  |
」IS規格に適合したWBG丁測定器を準備しましよう。     |
暑さ指数の把握は、熱中症対策の第―歩です。      |
WBGT値を安価で精度よく測定するため、平成29年3月 に  |
JIS B 7922が定められました。              |

作 業 計 画 等 の 策 定 状況に応じた作業の中止、

休憩時間の確保など夏期の暑熱環境下に対応した作業計画を
あらかじめ策定しておきましょう。

>設備対策の検討
ム ム ム   簡易な屋根の設置、通風又は冷房設備の設置、

ミストシャワー等による散水設備の設置を検討しましょう。

＼導

服 装 等 の 検 討 透湿性及び通気性の良い作業着、
帽子、ヘルメット等を準備しましょう。冷却機能のある作業着等
の導入も検討しましょう。

>休憩場所の確保の検討
冷房を備えた休憩場所又は日陰等の

涼しい休憩場所の確保を検討しましょう。

教育研修の実施 各級管理者1・男絲纂嘉じ
熱中症予防のための教育 を行いましょう。

>熱中症予防管理者の選任等
熱中症の予防を管理する責任者を選任するとともに、
責任体制を明確にしましょう。

一ｈ
一一）一】】一”Ⅱ議

懸



姜1書:か|"圭轟&藤1静洟
≫ λ又颯毯W《L(黎 謬豊骰⑫憾》瘍 靡鶉蠣  ぁらかじめ準備したJSに準拠したWBGT値 (暑さ
指数)測定器を使用し、WBGT値 (署さ指数)を随時把握しましょう。なお、作業場所が近い場合で
も、太陽照射の有無などによる輻射熱の影響でWBG丁値 (暑さ指数)が大きく異なることがあるこ
とに留意が必要です。

)● 輻瘍軍壕鰺 (玲隕蝙 蠍 )や 切 燿 wBG丁値(暑さオ旨数)が次の基準値を超え、また
は超えるおそれのある場合には、WBGT値 (暑さ指数)の低減、休憩時間の確保などの対策を徹
底しましょう。

熱に順化し 熱に1質化し
ている人 ℃ ていない人

℃

◆ 安静

◆ 楽な座位 :

◆ 軽い手作業 (書く、タイビング、描く、縫う、簿記 ):
◆手及び縮の作業 (小さいベンチツ‐ル、点検、組立てや軽い
材料の区分け);
◆ 腕と脚の作業 (普通の状議での乗り物の運転、足のスイッチ
やペダルの操作 )
◆ 立位 ;

◆ ドリル (1ヽさい部分 );
◆ フライス盤 (小さい部分);            '
◆コイル巻き ;
◆ 小さい電気子巻き ;
◆ 小さい力の道具の機械 |
◆ちょつとした歩き(速さ315k紳/h)      |
◆継続した頭と腕の作業 (くぎ打ち、盛土);

◆ 腕と脚の作業 (トラックのオフロード操縦、トラクター及び建
設車両);
◆腕と胴体の作業 (空気ハンマーの作業、トラクター組立て、
しつくい塗り、中くらいの重さの材料を断続的に持つ作業、
草むしり、草堀り、果物や野菜を摘む);
◆ 軽量な荷車や手押し車を押したり引いたりする ;

◆ 3.5～ 5.5ヒm/hの 速さで歩く
◆ 鍛造
◆ 強度の腕と胴体の作業 ;

8‐テ
=又

徹竜覆義1■ ||
◆ 大ハンマー作業 ;の こぎりをひく;
●緩い木にかんなをかけたりのみで彫る ;
◆ 革鶏り;
◆ 掘る,5.5γ 7k晴 /hの 速さで歩く
◆ 重い機物の荷車や手押し車を押したり書!いたりする ;

◆ 鋳物をHllる :

◆コンクリートプロックを積む。
◆最大速度の速さでとても激しい活動 ;

◆ おのを振るう;
◆激しくシャベルを使つたり掘つたりする ;

◆ 階段を登る、走る、7km/hよ り速く歩く。

3233
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気流 気流
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本期間(5月から9月 )中に実施すべき事項

WBG丁1直の に基づき、 生の3 進めまし

●作業環境管理

震 鰊 颯餞署晰 《玲 倅嘔 魏 》瘍 雉 貶 勒 準備期間中に検討した対策を実施しましょう。

蘇膠颯玲鰤瘍鶯楡颯 休憩場所に
水風呂、シヤワー等の身体を適度に冷やすこ(

設けましょう。また、水分及び塩分の補給を定
ことができるよう飲料水、スポーツドリンク等の

●作業管理

藁 膊 眸妙ξ謳i鼈 瘍 蝙以鶉‡鸞  wBGT基準値を大幅に超える場合は、原則として作業を中止し
ましょう。WBGT基準値を大幅に超える場所で、やむを得ず作業を行う場合は、次に留意して作業
を行いましょう。
①単独作業を控え、休憩時間を長めに
②作業中は心拍数、体温及び尿の回J
水分及び塩分の摂取状況を頻繁に召
―
    榊 庵 魏鯉響  麟露 ‐ i   ｀ヽ■―

一

―■  : ~  1 ‐

躙
静電《冬ξ躙硫《録 7日 以上かけて熱へのばく露時間を次第に長くしましょう。
夏季休暇などの後も同様に順化期間が必要です。           ネ

芦水彎骰不晰綺鰊顆靱 定期的に水分、塩分を取りましょう。、1‐
T

>魔履嬢 等  準備期間中に検討した服装を着用しましょう。なお、次の衣類を着用している場合
はWBG丁基準値に下の補正値を加える必要があります。

衣類の種類
WBGT値に加える
べき補正値

作業服 (長そでシヤツ・ズボン) 0

布 (織物)製つなぎ服 0

二層の布 (織物)製服 3

衣類の種類
WBGT値に加える
べき補正値

SMSポリプロピレン製つなぎ月風 0.5

ポリオレフィン布製つなぎ服 1

限定用途の蒸気不浸透性つなぎ服 11

●健康管理

≫毯蠅讚鰤饉鯰卜辣熙釉躊隧瘍 ①糖尿病、②高血圧症、
③心疾患、④腎不全等の持病がある労働者は、医師の意見を聞いて配慮を

慶鐵褥晰鍮晰蜀餞黎 前日の飲みすぎなど
ないようにしましょう。当日の朝食はじつかり取りましょう。

計鸞儡鸞斬鰈錮攀為麒瘍褥鮨 管理者は作業開始前や
作業中の巡視で労働者の健康状態を把握しましょう。
複数作業では労働者同士がお互いの様子に注意しましょう。



本期間(5月から9月 )中に実施すべき事項

鑢 魃黎蘊心勒晰 次の教育を行いましょう。

管理者向け研修

熱中症の症状 熱中症の予防方法 緊急時の救急処置 熱中症の事例

・熱中症の概要
・職場における
熱中症の特徴
・体温の調節
・体液の調節
・熱中症が発生

する仕組みと

症状

。WBGT値 (意味、基準値に基づく評価 )
・作業環境管理(WBGT値の低減、休憩場所の整備等 )
・作業管理 (作業時間の短縮、熱への順化、水分及び塩
分の摂取、服装、作業中の巡視等 )
・健康管理 (健康診断結果に基づく対応、日常の健康管
理、労働者の健康状態の確認、身体の状況の確認等 )
・労働衛生教育 (労働者に対する教育の重要性、教育
内容及び教育方法 )
・熱中症予防対策事例

・緊急連絡網の作成
及び周知
・緊急時の救急措置

・熱中症の災
害事例

30分 150分 15`) 15チ)

の労働者向け研修

熱中症の症状 熱中症の予防方法 緊急時の救急処置 熱中症の事例

・熱中症の概要
・職場における熱中症の特徴
・体温の調節
・体液の調節
・熱中症が発生する仕組みと症状

・WBGT値の意味
・現場での熱中症予防活

動 (熱への順化、水分及び

塩分の摂取、服装、日常の

健康管理等

t緊急時の救急措置 ・熱中症の災害事例

※下線部については日頃から繰返し教育を行いましょう。

眸 褥蝙儡瘍蝙颯 少しでも本人や周りが異変を感じたら、
体温を測定し、必要に応じて、水分摂取や濡れタオルの使用等により

体温を下げるようにし、平熱近くまで下がることが確認できるまでは、
一人にしてはいけません。

症状に応じ、用 拠 切救急″をE聞″オる。病院
=こ
鮭 オるほとの措置をとつC戦 ちヽ

慮
=こ
容体力罐 慮υ配ソ多彰蒻幌饉ι

“

嘴九

靡 靱瘍藤吻隋蜀鰺雉鼈鐙鶉
確立しましょう。熱中症予防管理者は次の業務
・WBG丁値 (署さ指数)の低減対策の実施状況α
口各労働者の熱への順化の状況の確認
口朝礼時等作業開始前における労働者の体調の確認
・WBG丁値 (暑さ指数)の随時測定とその結果に応じた作業の中止又は中断の指示
・職場巡視による労働者の水分及び塩分の摂取状況の確認



重
‐
点取組期1問l171月).中11実1施すべき事項

重点取組期間(7月 )においては、特に次の事項を徹底しましょう。

>イ作:書裳環 :場:1彗理  wBG丁値(暑さ指数)の低減効果を再確認し、必要に応じ追加対策を
行いましょう。

>作業管理
・7月には梅雨明けを迎える地域が多く、急激なWBG丁値(暑さ指数)の上昇が想定されます。その場
合、労働者は熱に慣れていませんので、WBG丁値(暑さ指数)に応じ、作業の中断、短縮、休憩時間の
確保を徹底しましょう。
・水分及び塩分を積極的にとりましょう。       |
熱中症予防管理者はその確認を徹底しましょう。  | |

>健 康 管理  睡眠不足、体調不良、前日の飲みすぎがないか、
当日は朝食をきちんととったか、作業開始前の確認を徹底しましょう。
また、熱中症予防管理者は、巡視の頻度を増やしましょう。

>1労 働 衛 生 i勁【育  期間中は熱中症のリスクが高まつていることを含め、重点的な教育を
行いましよう。

熱中症の症状と分類

分類 症状 重症度

I度

めまい。失神

(「立ちくらみ」という状態でt脳への血

流が瞬間的に不十分になつたことを示
し、“熱失神"と呼ぶこともある。)
筋肉痛・筋肉の硬直

(筋肉の「こむら返り」のことで、その部
分の痛みを伴う。発汗に伴う塩分 (ナト

リウム等)の欠乏により生じる。これを
“熱痙攣"と呼ぶこともある。)
大量の発汗

/1ヽ

肛度

頭痛・気分の不快・吐き気・嘔吐・倦怠
感・虚脱感
(体がぐったりする、力が入らないなど
があり、従来から“熱疲労"といわれて
いた状態。)

Ⅲ度

意識障害・痙攣・手足の運動障害

(呼びかけや刺激への反応がおかしい、
体がガクガクと引きつけがある、真直ぐ
に走れない・歩けないなど。)
高体温

(体に触ると熱いという感触がある。従
来から“熱射病

″
や“重度の日射病"と言

われていたもの。)

>異常時の措置
異常を認めたときは、

躊躇することなく

救急隊を要請してください。



過去5年間の職場における熱中症の発生状況は次のとおりとなつています。

□ 疾病者数(左目盛り 単位 :人 )
轟 死亡者数(右目盛り 単位 :人 )

平成28年は速報値

>業種別
建設業が最も多く、次いで製造業で多くなつています。
これらで全体の半数を占めています。

>月 別
月別では、7月 、8月 が多く発生しています。
熱に慣れるまでの間は、こまめな休憩が必要です。

>時間帯別
時間帯別では、14時から16時台に多く発生しています。
また、日中の作業終了後に帰宅してから体調が悪化するケースも散見されます。
異常を感じたらすぐに病院へ連れていくか、救急隊を要請しましょう。

>年齢別死亡者数
職場における熱中症は、年齢を問わず発生しています。若くてもきちんとした対策が必要です。

業種別死傷者数 (平成24～28年計)
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発

生

月

業

種

年

齢 発生状況

6
林

業

６０
歳

代

被災者は、広葉樹の伐採現場において、他の労働者とともに午前10時から立木の
伐倒及び造材作業を行つていた。午後3時頃、同僚が伐倒作業を行つていた被災
者に作業終了を告げ、先に集合場所へ戻つたが、なかなか被災者が集合場所に

戻らないため、再度、呼びに行つたところ、斜面に倒れている被災者を発見した。
医療機関に救急搬送したが、4日後に死亡した。被災者は当該事業場の労働者と
して作業に従事した初日であつた。環境省熱中症予防情報サイトによるWBG丁値
は、30.3℃であった。また、被災者に対する健康診断が実施されていなかつた。

6

廃

棄

物

処

理

業

５０
歳

代

午後から敷地内の草刈り作業を行うこととなり、被災者は午後1時から午後2時 30
分まで草刈機で草刈り作業を行い、1時間の休憩後、同僚と共に敷地内の雑木の
切り枝の回収業務等を行い、午後4時に作業を終えた。作業終了後、ベンチで休憩
を取つていたところ、午後4時30分頃嘔吐し、発汗が多かったことから熱中症の疑
いで救急搬送された。搬送後意識を失い、翌々日死亡した。環境省熱中症予防情
報サイHこよるWBG丁値は、28.4℃であった。被災者は熱中症発症に影響を与える
おそれのある疾患を有していた。

7

警

備

業

４０
歳

代

被災者はガス管入れ替え工事現場で、9時から17時まで交通整理の業務を行い、
同僚と車で会社に戻つた後、17時20分頃、自転車で帰宅した。18時30分頃、居住
アパートの敷地内で被災者が倒れているところを通行人に発見され、病院に搬送
されたが、死亡した。環境省熱中症予防情報サネトによるWBGT値は31℃であつ
た。水分や塩分の摂取は労働者任せであつた。

7

食

料

品

製

造

業

５０
歳

代

被災者は7時50分頃から工場内で製品の副産物をフレコンバッグに充填する充填
機の操作を行つていた。14時20分頃、上司がしやがんでいる被災者を発見したが、
めまいがする程度で大文夫と言つていたため、エアコンがある撹拌操作室へ移動
させた。被災者は自ら靴や保護帽を脱ぎ、水筒の蓋を開けて飲んだが、14時30分

頃、突然、被災者が床に崩れるように倒れ、救急車で病院に搬送されたが、6日後
に死亡した。環境省熱中症予防情報サイトによるWBGT値は31.5℃であつた。水
分や塩分の摂取は労働者任せであつた。被災者に対して健康診断結果に基づく
対応が不十分であつた。

8
商

業

２０
歳

代

事業場にて商談、展示車両の洗車業務等に従事していた労働者が、17時30分頃、
事業場内の清掃作業中に頭痛を訴えた。2階の休憩室で休養し、19時過ぎに帰宅
した。翌8日の朝、起床してこないことから、家族が様子を見にいつたところ、呼吸
停止の状態で発見された。環境省熱中症予防情報サイトによるWBGT値は
32.0℃であつた。

9

建
築

工
事
業

３０
歳

代

屋根の防水工事において、被災者は午前8時から当該工事の補助作業に従事し
ていたが、17時頃作業終了後、同僚と現場近くの宿舎に徒歩で戻り、17時50分頃、
宿舎エレベーターを降りたところで意識を失い倒れた。直ちに病院に搬送されたが、
翌日死亡した。環境省熱中症予防情報サイトによるWBGT値は30.7℃であった。
被災者に対して熱への順化期間は設けられていなかつた。
被災者に対する健康診断が実施されていなかった。被災者は熱中症発症に影響
を与えるおそれのある疾患を有していた。


